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[改正経過 ]

第 1次 改正 [平 成 元年 4月 10日 厚 生省 発 児第 62号‐]
第 2次 改 正 [14成 12年 4月 19日 厚 生省 発児第 72号 ]
第 3次改正 [平成 14年 10月 1日厚生労働省発雇児第1001001号 ]
第 4次改正 [平成 15年3月 31日 厚生労働省発雇児第0331002号 ]
第 5次改正[平成 18年 3月 31日 厚生労働省発雇児第0331022別

第 6次改正 [平成 年 月 日厚生労働省発雇児第   号]
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第 1次 改 正 [平 成 元 年 4月 10日 厚 生省 発 児第 62号 ]
第 2次 改正 [平 成 12年 4月 19日 厚 生省発 児 第 72号 ]
第 3次改正 [ヽ 14成 14年 10月 1日厚生労働省発雇児第1001001号 ]
第4次改正 [平成 15年 3り131日 厚生労働省発雇児第0331002号 ]
第 5次改正 [14成 18年 3月 31日厚生労働省発雇児第0331022号 ]
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様式第 1号-2号
略

様式第 2号―付表 1
略

株式第2号 ―付表2

所 要 額 算 定 基 礎

(記入注意〉

1「 全部支給者」及び「一部停止者」欄には、該当する受給者嵯 「加算額」欄には、言夕当する支給対象児童撤嗜それ

ぞれ記入す生 と。

2.「支出予定額」1間には、「延月人数」に手当月額(加算額た 舅たた額を記入す篠 と。

区   分
平成 年
1月末日
現 在 数

各支払期別支出予定額

計

4 月 月 月

延月人数 支出予定額 延月人数 支出予定額 延月人数 支出予定額 延月人撤 支出予定額

全部支給岩 人 人 円 人 円 人 円 人 円

一部停止者

加

算

額

2子加算

3子以降加算

合   計 // ′
/ /

椰
　
円
　
さ

様式第 1号-2号
略

様式第 2号―付表
略

様式第2号―付表2

lJ全部支結者」及び「一部停止者」1‖には、該当する受給者数を「カロ算額」1田には、該当する支給対象児童勤嗜それ

ぞれ記入す凄 と。

2.「支出予定額」1‖には、「延月人数」に手当月額(加宣額を 舅にた額を記入す社 と。

3このキは、管綸者別にそれぞれ作慮 ′、晴 総者 J欄の:夕当筒所卜OJコ むこと。

各支払期別支出予定額

(記入注意〉
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螺

様式第 3号-3号 一付表 1
略

様式第3号 ―付表2

所 要 額 算 定 基 礎

(記入注意)

1.「全部支綸者」及び「一部停止者」1間には、該当する受結者経「加算額」1間には、該当する支綸対象児童撤をそれ

ぞれ記入すよ と。

2.「支出予定額」1間には、「延月人数」に手当月額〈加算額た乗峡 額を記入す社 と。

様式第 3号―付表 3
略

区   分
平成 年
1月 末日

現 在 数

各支払期別支出予定額

計

4  月 8  月 12  月

延月人数 支出予定額 延月人数 支出予定額 延月人数 支出予定額 延月人数 支出予定額

全部支給者 人 人 円 人 円 人 円 人 円

一部停止者

加
算
額

2子加算

3子以降加算

合  計 /// // // /

さ
　
円
　
悠

様式第 3号-3号 ―付表
略

様式第3号 ―付表2

所 要 額 算 定

〈記入注意)

1.「全部支給者」及び「一部停止者」1間には、該当する受綸者動を「加算額」1閣には、言夕当する支総対象児童撤をそれ

ぞれ記入す社 と。

2.「 支出予定額J関には、「延月人数」に手当月額〈加算額を癖れた額を記入す柱 と。

3この表は、受総者別にそれぞれ作威し、暖 給者 Jイ闇の該当箇所をOJコ むこと。

様式第 3号一付表 3
略

各支払期別支出予定額
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様式第 4号-4号 一付表 1
略

様式第4号―付表2

〈記入注意〉

1「全部支給者」及び「一部停止者」1間には、該当する受結者轍を「加算額」1開には、該当する支給対象児童撤をそれ

ぞれ記入す生 と。

2.「支出予定額」1関には、「延月人数」に手当月額(加算額を乗した響港記入す柱 と。

区  分
4月～ 12月 1月～3月 計

延月人数 支出済額 延月人数 支出予定額 延月人数 支出予定額

全音口支給者
人 円 人 円 人 円

一部支総者

加

算

額

2子加寛

:子以降加算

合   計

部
　
門
　
悠

様式第 4号 -4号一付表
略

く記入注意)

1.「全部支結者」及び「一部停止者」1関には、言夕当する受給者軽 「カロ草額」1田には、該当する支総対象児童縦 それ

ぞれ記入す生 と。

2.「支出予定額」1間には、「延月人数」に手当月額く加算額を弄ιた讐を記入す伎 と。

3.この表は、受給者ЯIに cそれぞれ作血 ′、「千綸者 ‖間の言夕当筒所》0刊コよに>^

様式第4号―付表2

所 要 額 算 定

4月～ 12月
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様式第 5号-5号 ―付表
略

様式第5号―付表2

1.「 全部支綸者」及び「一部停止者」1開には、該当する受綸者撤を「加算額」1間には、該当する支綸対象児童撤をそれ

ぞれ記入す慰こと。

2.「支出予定額」1田には、「延月人数」に手当月額(加算額を弄にた額を記入す柱 と。

様式第 5号―付表 3-様式第フ号
略

(記入注意 )

さ
　
円
　
悠

様式第 5号-5号 ―付表
略

(記入注意 )

1.「 全部支総者」及び「一部停止者」lmには、該当する受綸者数を「加算額」1‖には、該当する支結対象児童撤燿それ

ぞれ記入す社 と。

2.「支出予定額」1関には、「延月人数」に手当月額く加算額た弄配た額を記入す棋 と。

3このキは、子綸者別にそれぞれ作山 ′,「チ綸者 Jl目の該当筒酔 0畑 まにと。

様式第 5号一付表 3-様式第 フ号
略

様式第5号―付表2

所 要 額 算 定

4月～ 12月
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様式第 8号-8号 ―付表 1
略

様式第 8号 ―付表 2

対象経費の実支出額及ひ過年度分支払取消額算定表

(記入注意 )

1「支出済額」欄は、様式第 8号 ―付表 3及ひ付表 4により記入すること。
2「現年度分支払取消にかかる歳出戻入未済額」相は 様式第 8号 ―付表 5に より記入すること。
3「過年度分支獅 文消額」相は 過年度における支払済額のうち 現年度において取消 しをした額を記入すること。

区 分

対 象 経 費 の 実 支 出 額

週年度分支払取消額 備 考支 出 済 額 (A) 呪年度分支払取消にかか

る歳 出戻入未済額  (B)

差 引 額

(A)― (3)‐ (C)

延月人数 支出額 延月人数 戻入未済額 延月人数
対象経費 σ

実 支 出 額
延月人数 取消額

全 部 支 給 者

―音

`停

止者に

っいては手 当

頂別の内訳を

泰付すること。

一 部 停 止 者

,1算額
2子 加 算

3子 以 降加 算

計

さ
　
円
　
悠

様式第 8号-8号―付表
略

(記入注意)

1「支出済額」欄は、様式第8号 ―付表3及び付表4により記入すること。
2「現年度分支払取消にかかる歳出戻入未済額」相は 様式第8号―付表5により記入すること。
3「過年度分支払取消額」相は 過年度における支払済額のうち 現年度において取消しをした額を記入すること。
4 この表は、受給者別にそれぞれ作成し、「受綸者J欄の該当箇所を〇で囲むこと。

様式第 8号 ―付表 2

対象経費の実支出額及び過年度分支払取消額算定表

象 経 費 の 実 支 出 額

支 出 済 額 (A) 年度分支払取消にかか

る歳出戻入未済額  (B)

差 引 額

(A)― (3)=(C)

一部停止者に

3子以降加算
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パ

EXI 分 全 部 支 給 者 一 部 停 止 者 加 算 児 童 数 備  考

2 子  加  算 3子 以 降 カロ算
年 12月

年 1月

2月

3月

7月

8月

9月

10月

11月

12■

年 1月

2月

8月

様式第 8号 ―付表 3

受 給 者 等 の 月

'f状
況

(記入注意 )

後段の年 12月 ～ 3月 は

資格喪失等に伴 う随時

払分を記入すること.

さ
　
円
　
悠

(記入注意 )

1 後段の年 12月～ 3

月は資格喪失等に伴 う随

時払分を記入すること。

2 この表は、受綸者別
にそれぞれ作成 し、「受

給者」相の該当箇所を○

で囲むこと。

様式第 3号 ―付表 3

加 算 児 童  式第 8号 ―付 表 3   備  考
3子 以 降 加 算
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様式第 8号 ―付表 4

(記入l■意 )

「内訳」欄には 件数 単価、理由を適宜記入すること.

区    分 現年度分 過年度分 計 内 訳

全 部 支 給 者

追加 円 円 円

減額 生 △

計

一 部 停 止 者

追 711

減額 △ △

計

加

算
　
額

2 子  加  算

追加

減額 △ △

計

3子 以 降 加 算
追加

減額 ゝ ▲ ゝ

計

計

さ
　
円
　
悠

(記入注意 )

1「 内訳」幅には 件数、単価、理由を適宜記入すること。
2 この表は、受給者別にそれぞれ作成し 「受給者」欄の該当箇所を○で囲むこと。

様式第 8号 ―イ寸表 4
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様式第 3号 ―付表 5

現 年 度 分 支 払 取 消 額 内 訳

(記入/1意 )

「全部支給者J及び 「一部停止者J楠には 該当する受給者数を 「加算額」楠には、該当する支綸対象児童数をそれぞれ記入すること。
なお この付表は 現年度において支出した額のうち、現年度中に取消しを した額について記入すること。

区 分

支払取消額 (A) 歳出戻入額 (B) 差引歳出戻入未済額

備 考延 月 人 数 取 消 額 延 月 人 数 戻 入 済 額 延 月 人 数 戻入未済額
全 6‐i支 結 者 人 円 人 円 人 円

一 部 停 止 者

2 子 加 算
3子以降加算
計

さ
　
円
　
懇

(記入注意 )

1「全部支綸者J及び「一部停止者J欄には、該当する受給者数を「加算額」欄には、該当する支給対象児童数をそれぞれ記入すること。
2 この表は 現年度において支出した額のうち、現年度中に取消 しをした額について記入すること。
3 この表は 受給者別にそれぞれ作成 し、「受綸者」相の該当箇所を○でElむこと。

様式第 8号 ―付表 5

302



t

暉

様式第 9号-9号 一付表
略

様式第 9号 ―付表 2

対象経費の実支出額及び過年度分支払取消額算定表 (都道府県分)

(記入注意)

1「支出済額」欄は 様式第 9号 ―付表 3及ひ付表 4により記入すること。
2「現年度分支払取消にかかる歳出戻入未済額」相は 様式第 9号 ―付表 5に より記入すること。
3「過年度分支払取消額J欄は、過年度における支払済額のうち 現年度において取消 しをした額を言ご入すること。

対 象 経 費 の 実 支 出 額

支 出 済 額 (A) 年度分支払取消にか

る歳出戻入未済額  (B)

差 引 額

(A)― (B)‐ (c)

全 部 支 給 者

部停止者に

、ヽては手 当3子以 降加 算

さ
　
円
　
悠

様式第 9号-9号 一付表
略

様式第 9号 ―付表 2

対象経費の実支出額及び過年度分支払取消額算定表

(記入注意)

1「支出・74額」福は 様式第 9号 ―付表 3及び付表 4に より記入すること。
2「現年度分支払取消にかかる歳出戻入未済額」欄は 様式第 9号 ―付表 5により記入すること。
3「 通年度分支払取消額」欄は、過年度における支払済額のうち、現年度において取消しをした額を記入すること
4 この表は 受給者別にそれぞれ作成 し、「受給者」欄の該当面所を〇で囲むこと。

対 象 経 費 の 実 支 出額

支 出 済 額 (A) 現年度分支払取消 にかか

る歳 出戻入未済額  (B)
差 引 額

(A)― (B)=(C)

対象経費 の

全 部 支 綸 者

部停止者に

ぃては手 当

付す ること。

3子以14加算
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区  分 全 部 支 綸 者 部 停 止 者 カロ算 児 童 数 備  考

2 子  tll 算 3子 以 降 加 算

+128
年 1月

2月

8月

9月

10月

11月

12月

年 1月

2月

3月

計

様式第 9号 ―付表 3

受 給 者 等 の 月 男J状 況 (都道府県分 )

(記入注意 )

後段の年 12月 ～ 3月 は

資格喪失等に伴 う随時

払分を記入すること。

部
　
門
　
悠

(記入注意 )

1 後段の年 12月～ 3

月は資格喪失等に伴 う随

時払分を記入すること。

2 この表は 受給者ЯJ
にそれそれ作成 し 「受
綸者」欄の該当箇所を○

で囲むこと.

様式第 9号 付ヽ表 3

加 算 児 童 数
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様式第 9号 ―付表 4

整 (都道府県分 )

(記入注意 )

「内訳」「用には、 理 由を適宜記入すること。

区 分 現年度分 過年度分 計 内 訳

全 部 支 給 者

追加 円 円 円

曲 ゝ △ △

計

一 部 停 止 者

追加

減額 ゝ ヘ △

計

加

算

額

子  加  算

追加

減額 ヘ ハ

計

3子 以 降 tII算
追加

減額 生 △

計

さ
　
円
　
悠

(記入注意 )

1「 内IF」 1日には、件数、単価、理由を適宜記入すること。
2 この表は 受給者Я」にそれぞれ作成し、「受給者」相の該当箇所を○で日むこと。

様式第 9号 ―付表 4
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様式第 9号 ―付表 5

訳 (都道府県分 )

(記入注意 )

「全部支給者」及び「一部停止者J欄には 該当する受給者数を「加算額」欄には 該当する支給対象児童数をそれぞれ記入すること。
なお、この付表は、現年度において支出した額のうち、現年度中に取消しを した額にっいて記入すること。

様式第 9号―付表 6
略

さ
　
Ｈ
　
悠

(記入注意)

1「全部支給者」及び「一部停止者」相には、該当する受給者数を「加算額」相には、該当する文綸対象児童数をそれぞれ記入すること。
2 この表は、現年度において支出した額のうち、現年度中に取消しをした額について記入すること。
3 この表は 螂 含者別にそれぞれ作成 し、「受給者」欄の該当面所を○で囲むこと。

様式第 9号一付表 6
略

様式第 9号 ―付表 5

歳出戻入額  (3)

全 部 支 結 者

3子 以 降 加 算
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様式第 9号 ―付表 7

(記入
'■

意)

1「支出済額J欄は 様式第9号 ―付表8及ひ付表 9に より記入すること。
2「現年度分支払Ity消にかかる歳出戻入未済額」欄は、様式第9号―付表10に より記入すること。
3「過年度分支払取消額」欄は 過年度における支払済額のうち 現年度において取消しをした額を記入すること。

対象経費の実支出額及ひ近年度分支払取消額算定表 (市等分 )

対 象 経 費 の 実 支 出 額

現年度分支払取消にか

る歳出戻入未済額  (B)

さ
　
円
　
さ

様式第 9号 ―付表 7

対象経費の実支出額及び過年度分支払取消額算定表

帽己入注意)

1「支出済額」相は、様式第9号 ―付表8及ひ付表 9に より記入すること。
2「現年度分支払取消にかかる歳出戻入未済額J欄は 様式第9号―付表10に より記入すること。
3「過年度分支払取消額」欄は、過年度における支払済額のうち、現年度において取消しをした額を記入すること。

対 象 経 費 の 実 支 出 額

支 出 済 額 (A) 度分支払取消にかか

る歳出戻入未済額  (3)

差 引 額

(A)― (B)‐ (c)
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区  分 全 部 支 給 者 一 部 停 止 嗜 カロ算 児 童 数 備  考

2 子  加  算 3子 以 降 加 算

年 12月

年 1月

2月

3月

5月

6月

7月

lo月

11月

12月

年 1月

2月

計

様式第 9号 ―付表 3

受 給 者 等 の 月 男J状 況 (市等分 )

(記入注意 )

後段の年 12月 ～ 3月 は

資格喪失等 に伴 う随時

払分を言ごヌ、す ること。

椰
　
円
　
怒

(記入注意 )

後段の年 12月～ 3月 は

資格喪失等 に伴 う随時

払分を記入すること。

様式第 9号 一付表 8

受 給 者 等 の 月 別 状 況 受籠者 (父・母・養諸 )

カロ算 児 童 数
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ｔ

　

　

黙

様式第 9号 ―付表 9

(記入注意)

「内訳」欄には、件数 単価、理由を適宜記入すること

支 払 調 整 (市等分 )

部
　
門
　
悠

(記入注意)

「内訳」欄には、件数、単価 理由を適宜記入すること。

様式第 9号 ―付表 9
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に

黙

様式第 9号―付表 10
現 年 度 分 支 払 取 消 額 内 訳 (市等分 )

(記入注意)

「全部支給者J及び「一部停止者」稲には、該当する受給者数を「力u算額」欄には、該当する支給対象児童数をそれぞれ記入すること`
なお この付表は、現年度において支出した額のうち 現年度中に取消 しをした額について記入すること。

様式第 10号
略

区 分

支払取消額 (A) 歳出戻入額 (3) 差引歳出戻入未済額

備 考延 月 人 数 取 消 額 延 月 人 数 戻 入 済 額 延 月 人 数 戻入未済額

全 部 支 綸 者 人 円 人 円 人 円

部 停 止 者

2子 加 算

,疇靭 3子 以 降 加 算

計

邸
　
円
　
悠

様式第 9号 ―付表 10

度 分 支 払 取 消 額 内 訳

(言こ入注意)

「全部支綸者」及ひ「一書F停止者」相には 該当する受給者数を「加算額」欄には、該当する支給対象児童数をそれぞれ記入すること。

なお、この付表は 現年度において支出した額のうち、現年度中に取消 しをした額について記入すること。

様式第 10号
略

差引歳出戻入未済額
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